客室変更に関する確認書

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「施設」という。）と、宿泊者＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「宿泊者」という。）は、宿泊予約または宿泊中の客室変更について、以下のとおり確認する。

第1条（目的）
 本確認書は、宿泊者が予約した客室または現在利用している客室について変更が生じる場合に、変更後の客室、宿泊料金、利用条件、設備その他必要な事項を明確にし、施設と宿泊者との間の認識の相違およびトラブルを防止することを目的とする。

第2条（対象となる宿泊予約）
 本確認書の対象となる宿泊予約は、次のとおりとする。
宿泊者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 予約番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 宿泊期間：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日から＿＿＿＿年＿＿月＿＿日まで
 宿泊人数：大人＿＿名・子ども＿＿名
 予約経路：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 宿泊プラン名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

第3条（変更前の客室）
 変更前の客室内容は、次のとおりとする。
客室タイプ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 部屋番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 定員：＿＿名
 食事条件：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 宿泊料金：＿＿＿＿＿＿円
 主な設備・条件：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

第4条（変更後の客室）
 施設および宿泊者は、前条の客室を次の客室へ変更することを確認する。
客室タイプ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 部屋番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 定員：＿＿名
 食事条件：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 変更後宿泊料金：＿＿＿＿＿＿円
 主な設備・条件：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 変更日時：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日＿＿時＿＿分
 その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

第5条（変更理由）
 客室変更の理由は、次のいずれかとする。
□ 宿泊者からの希望による変更
 □ 施設の設備・客室管理上の事情による変更
 □ 客室設備の故障または不具合による変更
 □ 客室タイプまたは宿泊人数の変更によるもの
 □ 安全管理上の必要による変更
 □ その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

第6条（宿泊料金等の変更）
 1　客室変更に伴い宿泊料金に差額が生じる場合、施設および宿泊者は、その差額について次のとおり確認する。
変更前宿泊料金：＿＿＿＿＿＿円
 変更後宿泊料金：＿＿＿＿＿＿円
 差額：＿＿＿＿＿＿円
 追加支払額：＿＿＿＿＿＿円
 返金額：＿＿＿＿＿＿円
2　宿泊者が追加料金を支払う場合、その支払時期および支払方法は次のとおりとする。
支払期限：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
 支払方法：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3　施設が宿泊者に返金を行う場合、その方法および時期は、施設が別途案内する方法によるものとする。

第7条（設備・条件等の相違）
 1　宿泊者は、客室変更により、客室の広さ、階数、眺望、ベッドの種類・台数、浴室・トイレの仕様、喫煙・禁煙区分、客室設備、アメニティその他の条件が変更前の客室と異なる場合があることを確認する。
2　施設は、客室変更に際し、変更後の客室について宿泊者の判断に重要な影響を及ぼす条件の相違がある場合には、合理的な範囲で事前に宿泊者へ説明するものとする。
3　宿泊者は、施設から説明を受けた変更後の客室条件を確認したうえで、客室変更に同意するものとする。

第8条（施設都合による客室変更）
 1　施設は、設備故障、漏水、停電、空調設備の不具合、衛生上の問題、安全管理上の必要、客室管理上の事情その他やむを得ない事情により、予約済みまたは利用中の客室を変更する必要が生じた場合、宿泊者に事情を説明したうえで、代替客室を案内することができる。
2　前項の場合、施設は可能な限り、変更前の客室と同等またはこれに近い条件の客室を案内するよう努めるものとする。
3　変更後の客室が変更前の客室と比較して料金または主要な利用条件に差異がある場合、その取扱いについては施設と宿泊者が協議して決定する。

第9条（宿泊者都合による客室変更）
 1　宿泊者が自己の都合により客室変更を希望する場合、施設は客室の空室状況、宿泊プラン、宿泊人数その他の条件を確認したうえで、変更の可否を判断する。
2　宿泊者から客室変更の申出があった場合であっても、施設は空室状況その他の事情により、その希望に応じることができない場合がある。
3　宿泊者都合による客室変更に伴い追加料金その他の費用が発生する場合、宿泊者は施設から説明された金額を支払うものとする。

第10条（客室移動）
 宿泊開始後に客室を変更する場合、宿泊者は、施設が指定する時間までに変更前の客室から私物その他の荷物を搬出し、変更後の客室へ移動するものとする。ただし、施設が荷物の移動を補助する場合はこの限りでない。

第11条（貴重品および私物の管理）
 1　客室変更に伴う移動の際、現金、貴重品、電子機器、書類その他の私物は、原則として宿泊者の責任において管理するものとする。
2　施設の従業員が宿泊者の依頼または承諾に基づいて荷物を移動する場合、施設は通常求められる注意をもって取り扱うものとする。

第12条（予約内容との関係）
 本確認書による客室変更を除き、宿泊日程、宿泊人数、食事条件、付帯サービスその他の予約内容について変更の合意がない事項は、従前の予約内容が引き続き適用されるものとする。

第13条（宿泊約款等との関係）
 1　本確認書に定めのない事項については、施設が定める宿泊約款、利用規約、予約条件その他の規定に従うものとする。
2　本確認書と宿泊約款等の内容に相違があり、客室変更に関して個別に合意した事項については、本確認書の内容を優先するものとする。ただし、法令上別段の取扱いが必要となる場合を除く。

第14条（不可抗力等）
 地震、台風、豪雨、火災、停電、感染症の流行、交通機関の停止その他施設の合理的な管理を超える事情により、変更後の客室を提供することが困難となった場合、施設および宿泊者は、代替客室、宿泊条件の変更その他必要な対応について協議するものとする。

第15条（確認および同意）
 宿泊者は、本確認書に記載された変更前および変更後の客室内容、宿泊料金、設備・利用条件その他の事項について説明を受け、その内容を確認したうえで客室変更に同意する。

第16条（協議事項）
 本確認書に定めのない事項または本確認書の内容について疑義が生じた場合、施設および宿泊者は、関係法令、宿泊約款その他の規定を踏まえ、誠意をもって協議し解決するものとする。

以上、本確認書の内容を確認し、客室変更について合意する。












＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

施設名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 担当者名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

宿泊者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 連絡先：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 署名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

